
　

五
年
前
は
高
校
生
と
し
て
、
一
年
前
は

実
習
生
と
し
て
、
そ
し
て
今
年
は
非
常
勤

講
師
と
し
て
、
私
が
高
鍋
高
校
に
お
世

話
に
な
る
の
は
こ
れ
で
三
度
目
に
な
り
ま

す
。
三
度
と
も
、
私
の
立
場
は
違
い
ま
す

が
、
高
鍋
高
校
の
景
色
は
変
わ
ら
ず
に
私

を
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

私
は
季
節
の
変
わ
り
目
の
風
の
に
お

い
が
大
好
き
で
す
。
春
夏
秋
冬
そ
れ
ぞ

れ
違
っ
た
風
の
に
お
い
が
あ
り
ま
す
。
今

年
、
母
校
で
あ
る
高
鍋
高
校
に
戻
っ
て

き
て
、
新
任
式
の
た
め
に
体
育
館
へ
向
か

う
途
中
、
春
の
清
々
し
い
風
を
感
じ
ま
し

た
。
そ
の
風
は
高
校
生
の
時
に
感
じ
て
い

た
風
と
同
じ
風
で
し
た
。
あ
の
頃
と
同
じ

渡
り
廊
下
で
同
じ
風
を
感
じ
な
が
ら
歩
い

て
い
る
と
、
当
時
の
記
憶
が
鮮
明
に
蘇
っ

て
く
る
の
が
わ
か
り
ま
し
た
。
校
則
を
守

り
、
課
題
に
追
わ
れ
、
部
活
と
勉
強
の
両

立
の
た
め
に
必
死
だ
っ
た
日
々
。
そ
れ
で

も
、
も
し
今
、
過
去
に
戻
る
力
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
私
は
迷
わ
ず
高

鍋
高
校
の
三
年
間
に
戻
る
こ
と
を
選
び

ま
す
。
つ
ら
く
苦
し
い
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
が
、
私
は
い
つ
も
笑
っ
て
い
ら
れ
ま
し

た
。
そ
れ
は
私
を
信
じ
て
く
れ
る
仲
間
や

友
人
、
先
生
方
が
い
つ
も
そ
ば
に
い
て
く

れ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
お
か
げ

で
本
当
に
楽
し
い
三
年
間
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
た
し
、
そ
の
人
々
は
今
で
も
私
の

大
切
な
人
た
ち
で
す
。
だ
か
ら
、
ど
ん
な

に
勉
強
や
部
活
が
大
変
で
も
、
校
則
が
厳

し
く
て
も
、
そ
の
人
々
に
出
会
う
た
め
に

ま
た
高
鍋
高
校
に
戻
り
た
い
で
す
。

　

同
じ
景
色
の
ま
ま
同
じ
風
で
迎
え
て

く
れ
た
高
鍋
高
校
で
、
私
は
ま
た
た
く
さ

ん
の
人
々
と
出
会
い
ま
し
た
。
中
で
も
指

導
者
と
し
て
生
徒
と
出
会
う
と
い
う
こ

と
は
、
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
な
の

で
、
生
徒
に
も
ま
た
、
高
鍋
高
校
で
の
た

く
さ
ん
の
出
会
い
を
大
切
に
し
て
も
ら
い

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
半
人
前
の
私
は
、
今
回
出
会

え
た
生
徒
や
先
生
方
に
励
ま
さ
れ
、
支
え

ら
れ
、
本
当
に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
一
日
で
も
早
く
一

人
前
の
教
師
に
な
り
た
い
で
す
し
、
そ
の

夢
の
き
っ
か
け
を
く
れ
た
高
鍋
高
校
に
、

自
分
が
で
き
る
精
一
杯
の
恩
返
し
を
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
こ

れ
ま
で
も
こ
れ
か
ら
も
、
高
鍋
高
校
で
よ

か
っ
た
と
思
え
る
自
分
で
い
ら
れ
る
た
め

に
、
日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

 

（
黒
木
麻
莉
絵
）

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
私
た
ち
の
地
域
を

は
じ
め
日
本
全
体
が
復
興
に

向
け
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
私
た
ち
実
行
委
員

会
と
し
て
も
、
み
ん
な
の
心

を
ひ
と
つ
に
微
力
な
が
ら
地

域
を
盛
り
上
げ
、
東
日
本
の

皆
様
に
も
元
気
を
届
け
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
Ｏ
Ｂ
祭
は
、
東

日
本
を
支
援
す
る
た
め
の

「
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
」
を
は
じ
め
、
記
念
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
タ
レ
ン
ト

の
ビ
ー
ト
た
け
し
さ
ん
の
兄

で
、
明
治
大
学
理
工
学
部
教

授
の
北
野
大
氏
を
お
迎
え
し

て
の
記
念
講
演
を
企
画
い
た

し
ま
し
た
。
母
さ
き
さ
ん
か

ら
受
け
継
い
だ
日
本
人
の

「
心
」
「
美
徳
」
が
感
じ
ら

れ
る
貴
重
な
お
話
が
聞
け
る

も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
た
ち
独
自
の
取

り
組
み
と
し
て
、
母
校
の
由

緒
あ
る
歴
史
を
再
認
識
し
、

魅
力
と
誇
り
あ
る
高
鍋
高
校

を
広
く
P
R
す
る
こ
と
を
目

標
に
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｄ
Ｖ
Ｄ

「
高
鍋
高
校
創
設
ま
で
の
あ

ゆ
み
」
を
制
作
い
た
し
ま
し

た
。
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
放
映
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
場
を
心
よ
り

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
伝
統
あ
る
Ｏ
Ｂ
祭
を

成
功
さ
せ
る
た
め
、
私
た
ち

も
最
後
ま
で
精
一
杯
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
鳴

海
ヶ
丘
会
会
員
の
皆
様
を
は

じ
め
、
地
域
の
皆
様
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
の
ご
支
援
と
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

東
日
本
の
皆
様
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
よ
う
、
一
日
も

早
い
復
興
を
切
に
願
い
、
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平
成
23
年
度
高
鍋
高
校

 

Ｏ
Ｂ
祭
実
行
委
員
会

 

実
行
委
員
長　

木
之
下
　健
太
郎

　

平
成
23
年
度
高
鍋
高
校
Ｏ

Ｂ
祭
実
行
委
員
会
を
代
表
し

て
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま

す
。

　

私
た
ち
は
、
昨
年
９
月
に

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

「
奏
（
か
な
で
る
）
〜
み
ん

な
ひ
と
つ
〜
」
を
本
年
度
Ｏ

Ｂ
祭
の
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
こ

れ
ま
で
ひ
た
す
ら
に
活
動
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

鳴
海
ヶ
丘
会
会
員
の
皆
様

を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
の

温
か
い
ご
声
援
、
ご
協
力
に

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
高
鍋
高
校
Ｏ
Ｂ
祭
の

企
画
・
運
営
を
厄
年
の
学
年

が
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
昭
和
47
年
か
ら
と
聞
い

て
お
り
ま
す
が
、
今
回
、
私

た
ち
昭
和
63
年
卒
業
生
が
担

当
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
私
た

ち
同
窓
生
同
士
は
も
ち
ろ

ん
、
県
内
外
Ｏ
Ｂ
の
方
々
と

年
代
を
超
え
た
つ
な
が
り
も

深
め
る
こ
と
が
で
き
、
本
当

に
す
ば
ら
し
い
機
会
を
与
え

て
い
た
だ
い
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
児
湯
地
域
を

中
心
に
発
生
し
た
口
蹄
疫
の

影
響
に
よ
り
、
先
輩
方
が
企

画
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
祭
は
大
幅
縮

小
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
今
年
に
入
り
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
燃
岳

の
噴
火
が
宮
崎
県
内
に
さ
ら

な
る
被
害
を
も
た
ら
し
、
３

月
11
日
に
は
東
日
本
大
震
災

平
成
23
年
度
高
鍋
高
校
Ｏ
Ｂ
祭
の
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催
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８月13日（土）記念講演「北野家の訓え」
 場所／高鍋中央公民館　

◆平成23年８月12日（金）
�7�:30～� チャリティーゴルフコンペ
� 場所：宮崎　座論梅ＧＣ

◆平成23年８月13日（土）
12:30～� 総会
14:30～� オープニングイベント
� 舞鶴一座　秋月鼓童による和太鼓の演奏
� 制作したＤＶＤの放映（高鍋高校創設までの歩み）
15:10～� 記念講演会　講師：北野　大　氏
� 演題「北野家の訓え」
17:30～� 懇親会　／　会場：ホテル四季亭

O B 祭 日 程

みんなひとつ

北
き た

野
の

　大
まさる

　氏

主　催：鳴海ヶ丘会（宮崎県立高鍋高等学校同窓会）
主　管：平成23年度高鍋高校ＯＢ祭実行委員会（昭和63年卒）
後　援：高鍋町
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明治大学理工学部教授／工学博士

昭和17年５月29日、東京都足立区生まれ。

昭和40年３月、明治大学工学部卒業。

昭和47年３月、東京都立大学大学院　工学研

究科工業化学専攻博士課程修了。分析化学で

博士号を取得。専門は環境化学。

平成20年より明治大学大学院　理工学研究科

新領域創造専攻　環境安全学研究室

■ 協賛イベント10/15（土）・16（日）
 財団法人　正幸会65周年記念事業
 招待野球　高鍋高校 対 　広島広稜高校
 会 場：高鍋町営野球場

鳴 海 ヶ 丘 会 々 報 第４９号（1）平成２３年7月１３日発行



「
魅
力
あ
る
高
鍋
高
校
づ
く
り
」
を
考
え
る
会

同
窓
会
の
皆
様
へ

校  

長

�

西

立

野 

康

弘

　

同
窓
会
「
鳴
海
ヶ
丘
会
」
会
員
の

皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
本
校
発
展

の
た
め
に
多
大
な
ご
支
援
、
ご
協
力

を
賜
り
、
心
よ
り
篤
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

私
、
本
年
四
月
に
赴
任
し
ま
し
た

西
立
野
康
弘
と
申
し
ま
す
。
同
窓
生

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
本
校
に
は
か
つ

て
昭
和
61
年
度
か
ら
平
成
３
年
度
ま

で
の
６
年
間
教
諭
と
し
て
在
籍
し
て

お
り
ま
し
た
。
ま
た
、
母
の
実
家
が
高

鍋
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
幼
少
の
頃
か

ら
夏
休
み
等
に
高
鍋
に
帰
省
す
る
度

に
、
小
丸
川
で
、
水
遊
び
し
た
り
、
高

鍋
海
水
浴
場
（
蚊
口
浜
）
で
泳
い
だ
り

と
、
今
で
も
当
時
の
記
憶
が
鮮
明
に

残
っ
て
い
ま
す
。
理
科
教
諭
（
生
物
）

と
し
て
本
校
に
赴
任
し
た
25
年
前
、

本
校
の
第
３
棟
の
３
階
か
ら
尾
鈴
山

方
面
に
一
直
線
に
臨
む
風
景
（
運
動

場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
町
営
野
球
場
、

小
丸
川
、
旧
小
丸
橋
、
そ
し
て
一
番
奥

に
尾
鈴
山
）
に
非
常
に
感
動
と
懐
か

し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
赴
任

し
て
３
年
後
、
当
時
の
美
術
の
先
生

に
こ
の
風
景
を
描
い
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
時
の
絵
を
、
現
在
、
校
長
室

に
掛
け
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
意
味

で
、
本
校
に
は
大
変
愛
着
が
あ
り
、
気

持
ち
は
準
同
窓
生
で
す
。

　

６
月
22
日
に
「
鳴
海
ケ
丘
会
館
」

に
お
い
て
、
第
５
回
「
魅
力
あ
る
高

鍋
高
校
づ
く
り
」
を
考
え
る
会
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
は
12
名
で

し
た
。
今
回
は
３
名
の
方
を
ゲ
ス
ト

に
迎
え
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら

高
鍋
高
校
の
現
在
の
印
象
や
、
ご
意

　

さ
て
、
本
校
は
、
「
文
武
両
道
」

「
師
弟
同
行
」
「
心
身
學
道
」
「
真
善

美
」
「
集
中
・
機
敏
・
奉
仕
」
と
い
う

伝
統
的
教
育
理
念
を
根
幹
に
据
え
た

教
育
目
標
を
掲
げ
、
「
生
徒
の
可
能

性
を
最
大
限
に
伸
ば
す
高
鍋
高
等
学

校
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
、
地
域
の

信
頼
、
期
待
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ

く
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
様
々
な
教

育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
今
後
と
も
こ
れ
ま
で
と
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
夏
も
本
校
の
伝
統
行
事
で
あ
る

恒
例
の
Ｏ
Ｂ
祭
が
近
付
い
て
き
ま
し

た
。
今
年
は
、
昭
和
63
年
卒
業
の
会

員
の
方
々
が
実
行
委
員
と
な
り
、
「
奏

（
か
な
で
る
）
～
み
ん
な
ひ
と
つ
～
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
北

野
大
氏
に
よ
る
記
念
講
演
「
北
野
家

の
訓
え
」
や
実
行
委
員
会
作
成
の
Ｄ

Ｖ
Ｄ
（
高
鍋
高
校
創
設
ま
で
の
歩
み
）

の
上
映
も
行
な
わ
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
Ｏ
Ｂ
祭
実
行
委
員
の
皆

様
の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す

と
共
に
、
高
鍋
高
校
同
窓
会
の
益
々

の
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
、

ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

見

を

出

し

て

い

た

だ

き

ま
し
た
。

「
も
っ
と

保

護

者

や
中
学
生

へ
の
Ｐ
Ｒ

方
法
を
工

夫

す

べ

き

、

高

鍋
高
校
の
い
い
点
が
伝
わ
っ
て
い
な

い
！
」
「
価
値
観
の
多
様
化
が
進
ん

で
お
り
、
高
鍋
高
校
へ
入
学
す
る
明

確
な
目
的
が
薄
れ
て
き
て
い
る
。
」

「
も
っ
と
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
力
を

入
れ
る
べ
き
、
そ
の
た
め
に
同
窓
会

組
織
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。
」
等

活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

平成21年度　高鍋高校ＯＢ職員

氏　名 卒業年 主な校務分掌 部活動 教科

松 崎 　 秀 樹 Ｓ45 教 務 部 サイエンス 理 科

諏 訪 園 睦 子 Ｓ48 教育相談部 バスケットボール 保健体育

井 上 　 修 二 Ｓ59 広 報 部 放 送 英 語

猪 股 　 　 司 Ｓ60 進路指導部 ホ ッ ケ ー 理 科

津 江 　 雅 彦 Ｓ60 渉外厚生部 美 術 美 術

尾 崎 　 洋 一 Ｓ63 進路指導部 ハ ン ド ボ ー ル 数 学

甲 斐 小 百 合 H２ 渉外厚生部 吟詠剣詩舞 家 庭

氏　名 卒業年 主な校務分掌 部活動 教科

黒 木 　 隆 史 H３ 渉外厚生部 サ ッ カ ー 理 科

山 本 　 　 巧 H４ 生徒指導部 ラ グ ビ ー 保健体育

内 田 　 琢 也 H17 進路指導部 ソフトテニス 理 科

黒 木 麻 莉 絵 H19 非常勤講師 バ レ ー 公 民

永 目 　 和 代 Ｓ49 事 務 部

橋口　美和子 Ｓ55 事 務 部

青 木 　 理 江 H８ 事 務 部

役　職 氏　名 在職期間

校　長 西立野康弘 平成２３年度着任

教　頭 松下　律子 平成２３年度着任

教　頭 川越　淳一 平成２３年度着任

事務長 桑原　勇 平成２２年度着任

高鍋高校OB職員一覧高鍋高校管理職

費　目 予算額 決算額 増減 摘　　要

会 費 3,936,000 3,912,800 -23,200

繰 越 金 166,457 166,457 0 820名×400円×12ケ月

特 別 収 入 0 0 0

雑 収 入 0 6,647 6,647 預金利息

合 計 4,102,457 4,085,904 -16,553

費　目 予算額 決算額 残　額 摘　　要

事 務 費 50,000 73,167 -23,167 事務用品、葉書き代

会 議 費 300,000 262,632 37,368
三役会、理事会、評議
員会

事 務 局 費 60,000 60,000 0 事務局会議費

事 業 費 1,640,000 1,560,205 79,795

内
　
　
　
　
訳

OB祭関係費 230,000 230,000 0
OB祭実行委員会援助　Ｈ22年OBへ
200,000、Ｈ23年OBへ30,000

支部援助費 340,000 333,190 6,810 支部援助

卒 業 生 費 120,000 102,574 17,426 卒業記念品（時計４個）、育英会表彰

事業推進委員会費 390,000 335,106 54,894 鳴海ヶ丘会々報送料、役員会旅費等

広 報 費 300,000 313,425 -13,425 鳴海ヶ丘会々報

人 件 費 190,000 190,000 0 館長謝礼、事務人件費

ホームページ管理費 70,000 55,910 14,090

鳴海ヶ丘会館
維 持 費

630,000 630,000 0
燃料・電気・水道・火
災保険料・会館清掃修
理、消耗品・備品費

旅 費 600,000 619,100 -19,100 各支部総会旅費

特別積立金 300,000 300,000 0 100周年特別積立

改修積立費 500,000 500,000 0
鳴海ヶ丘会館　大規模
改修積立

雑 費 2,457 0 2,457

予 備 費 20,000 0 20,000

合 計 4,102,457 4,005,104 97,353

平成22年度  同窓会費収支決算書 平成23年度　鳴海ケ丘会　事業計画（案）

（収支）4,085,904円　－　4,005,104円　＝　80,800円　（繰越金額）

収入の部� （単位＝円）

支出の部　　� （単位＝円）

収入金額� 4,085,904円
支出金額� 4,005,104円
繰越金額� 80,800円 事　　業　　内　　容

４月５日（火）

９日（金）

15日（金）

事務局会議・ＯＢ職員歓迎会18:00～「栄すし」増田会長、

職員11名出席

新任者内田、黒木

入学式・学校歓迎会

会計監査　「高鍋高校中会議室」・監査報告

５月10日（月） 平成23年度第１回三役会　18:00～「鳴海ケ丘会館」会長、

副会長、顧問、校長、教頭（２名）、事務局長、次長、

Ｈ23ＯＢ祭実行委員２名　計12名出席

終了後懇親会「昇龍飯店」

６月９日（木）

22日（水）

理事会　「力」

「魅力ある高鍋高校づくりを考える」会　12名出席

７月７日（木）

９日（土）

15日（金）

20日（水）

23日（土）

評議員会「四季亭」

在京支部同窓会総会12:00～「サンケイプラザホール」

鳴海ヶ丘会報49号発刊

終業式

関西高鍋高校同窓会総会　12:00～「道頓堀ホテル」

８月12日（金）

～13日（土）

高鍋高校「鳴海ヶ丘会」平成23年度ＯＢ祭

（実行委員・Ｓ63年卒）

テーマ　「奏（かなでる）～みんなひとつ～」

９月22日（木） 第２回三役会

10月21日（金）

29日（土）

鳴海ヶ丘会々報50号発刊

ＯＢ祭引継会

11月　日（　）

5日（土）

18日（金）

26日（土）

日（　）

高鍋支部総会

名古屋支部総会12:00～「第２富士ホテル」

宮崎地区合同同窓会　ニューウエルシティー宮崎

福岡支部総会（予定）18:00～

川南支部総会

12月22日（木） 終業式

２月２日（木）

29日（水）

第３回三役会

鳴海ケ丘会々報51号発刊

同窓会入会式

３月１日（火）

23日（金）

30日（金）

卒業式

終業式

離任式

Ｈ23．７．12
宮崎県立高鍋高等学校同窓会

高 鍋 町 教 育 委 員
会 教 育 総 務 課 長 黒　 水　 日 出 夫

都 農小学 校　　 校 長 毛　 利　 寿 美 子
高鍋西中学校　 教諭 菊　 池　 克　 紀
同 窓 会 会 長 増　 田　 秀　 文
同 窓 会 副 会 長 丹　 澤　 悦　 子
同 窓 会 副 会 長 橋　 口　 清　 和
同 窓 会 顧 問　 高
鍋 高 校 Ｐ Ｔ Ａ 会 長 小　 泉　 桂　 一

同 窓 会 顧 問　
高 鍋 高 校 校 長 西 立 野　 康　 弘

高 鍋 高 校 教 頭 松　 下　 律　 子
高 鍋 高 校 教 頭 川　 越　 淳　 一
高鍋高校広報部副主任 井　 上　 修　 二
同 窓 会 事 務 局 長 猪　 股　　　 司

出席者名簿　敬称略

鳴 海 ヶ 丘 会 々 報 平成２３年７月１３日発行（2）第４９号



野 球 部
高
鍋
高
校
野
球
部
監
督
　�

森
　
純 

雄

　
今
年
も
最
後
の
夏
が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
梅
雨
の
影

響
で
こ
の
２
週
間
程
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
練
習
が
で
き
ず
、
体
育

館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
を
走
っ
た
り
素
振
り
を
し
た
り
し
て
集
中
力
を

切
ら
さ
ず
練
習
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
小
丸
球

場
の
近
く
に
雨
天
練
習
場
が
３
月
に
で
き
、
時
々
２
時
間
程
度

打
ち
込
み
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
非
常
に
助
か
っ
て
い
ま
す
。

　
先
に
行
わ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
も
雨
の
影
響
で
順
延
が
多
く
、
調

子
を
維
持
す
る
こ
と
が
難
し
い
大
会
で
し
た
が
、
こ
の
雨
天
練

習
場
の
お
か
げ
で
決
勝
戦
ま
で
打
撃
が
好
調
で
し
た
。
結
果
は

準
優
勝
で
あ
り
ま
し
た
が
、
夏
の
闘
い
に
向
け
て
大
い
に
自
信

を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
特
に
投
手
力
が
課
題
で
あ
り
ま

し
た
が
、
３
年
の
河
野
が
投
球
に
自
信
を
深
め
、
６
試
合
先
発

し
て
き
っ
ち
り
ゲ
ー
ム
を
作
れ
る
よ
う
に
な
る
な
ど
良
い
材
料

が
増
え
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
練
習
や
練
習
試
合
で
は
、
圧
倒
的
な
力
強
さ
を
見
せ

る
打
撃
も
、
公
式
戦
に
な
る
と
な
か
な
か
本
来
の
当
た
り
が
で

ず
、
惜
し
い
敗
戦
を
繰
り
返
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
で
今
ま
で
に
な
い
効
率
の
良
い
攻
撃
を
見
せ
、
投
打

の
バ
ラ
ン
ス
が
や
っ
と
と
れ
て
き
た
感
じ
が
し
ま
す
。
こ
の
調

子
で
夏
の
大
会
も
勝
ち
進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

出身市町村 出身中学校
普　通　科 生活情報科

計
総計１年 ２年 ３年 １年 ２年 ３年

男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女

高 鍋 町
高 鍋 東 17 17 32 15 15 17 1 2 4 1 2 66 57 123
高 鍋 西 27 19 21 9 20 12 3 1 8 1 6 70 57 127

計 44 36 53 24 35 29 1 5 1 12 2 8 136 114 250

新 富 町

富 田 24 10 11 9 11 15 4 2 46 40 86
新 田 4 3 10 3 6 4 1 1 20 12 32
上 新 田 5 7 7 2 8 4 2 1 20 16 36

計 33 20 28 14 25 23 0 5 0 3 0 3 86 68 154
木 城 町 木 城 5 5 8 5 8 5 5 1 7 21 28 49

川 南 町
国 光 原 2 5 9 8 7 11 6 1 6 1 6 20 42 62
唐 瀬 原 8 14 16 12 22 13 4 3 2 46 48 94

計 10 19 25 20 29 24 0 10 1 9 1 8 66 90 156
都 農 町 都 農 10 7 12 11 11 9 2 1 1 5 34 35 69

日 向 市

美 々 津 2 2 1 1 3 1 1 3 8 11
財 光 寺 1 0 1 1
富 島 1 1 1 1 2
東 郷 1 1 0 1
日 向 1 1 0 1

計 4 2 2 2 0 3 0 1 0 1 0 1 6 10 16

西 都 市

穂 北 1 1 1 2 1 3
三 納 2 1 0 3 3
三 財 1 2 1 3 1 0 8 8

妻 3 2 1 3 3 1 8 5 13
計 3 3 3 4 4 5 0 3 0 1 0 1 10 17 27

宮 崎 市

久 峰 7 1 5 2 7 4 2 1 19 10 29
広 瀬 2 2 3 1 2 3 7 10
大 宮 1 1 1 2 1 3
住 吉 1 2 1 1 4 1 5

檍 2 1 2 5 0 5
宮 崎 東 1 1 2 0 2
宮 崎 北 1 1 0 1
東 大 宮 4 4 0 4
佐 土 原 4 2 3 1 7 3 10
宮 崎 1 1 0 1
加 納 1 1 0 1
日 向 学 院 1 1 2 0 2
宮 崎 日 大 1 0 1 1

計 21 7 13 4 16 1 0 6 1 4 0 1 51 23 74
延 岡 市 西 階 1 0 1 1
門 川 町 西 門 川 1 0 1 1
都 城 市 祝 吉 1 1 0 1

県外 2 2 2 4 2 6
旧学区外中学校 26 10 17 9 20 6 0 9 1 5 0 3 64 42 115

総計
131 99 146 86 130 99 1 39 3 32 4 34 415 389 804

230 232 229 40 35 38 804 804

平成23年度　出身中学校別生徒数

3 年 間 の 合 格 状 況

� 年度

学校

平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度

現 卒 計 現 卒 計 現 卒 計

国 立 大 学 49 8 57 32 3 35 43 5 48

公 立 大 学 16 16 13 1 14 14 1 15

私 立 大 学 97 3 100 95 9 104 93 4 97

準 大・ 公 短 1 1 4 4 5 5

短 期 大 学 24 24 38 38 29 1 30

高 看・ 准 看 13 13 27 27 16 16

その他の専門学校 53 53 57 57 54 54

就 　 職 27 27 28 28 28 28

合 　 計 280 11 291 294 13 307 282 11 293

大 学

平成 21 年度 平成 22 年度

合　格 合　格

現 卒 計 現 卒 計

岩 手 1 1 0

宇 都 宮 0 1 1

筑 波 1 1 0

東 京 学 芸 1 1 0

富 山 0 1 1

金 沢 0 1 1

徳 島 0 1 1

兵 庫 教 育 1 1 0

鳥 取 2 2 0

広 島 1 1 0

山 口 2 2 0

高 知 2 2 3 3

九 州 1 1 3 3

� 年度

大学
平21

平成22年度

現 卒 計

群 馬 県 立 県 民 健 康 科 学 大 学 1 0

神 奈 川 県 立 保 健 福 祉 大 学 0

京 都 府 立 大 1 0

下 関 市 立 大 学 1 0

都 留 文 科 大 学 0

山 口 県 立 大 学 1 0

北 九 州 市 立 大 学 3 3 3

福 岡 県 立 大 学 0

長 崎 県 立 大 学 1 1

宮 崎 公 立 大 学 4 8 8

宮 崎 県 立 看 護 大 学 3 2 1 3

� 年度

短大
平21

平成22年度

現 卒 計

公 立 短 期 大 学 3 4 4

私 立 短 期 大 学 35 29 1 30

� 年度

学校
平21

平成22年度

現 卒 計

高 看 ・ 准 看 27 16 16

そ の 他 の 専 門 学 校 57 54 54

� 年度

短大
平21

平成22年度

現 卒 計

鹿 児 島 県 立 短 期 大 学 1 2 2

大 分 県 立 芸 術 文 化 短 期 大 学 2 2 2

青 山 学 院 女 子 短 期 大 学 1 0

大 阪 成 蹊 短 期 大 学 1 1 1

沖 縄 女 子 短 期 大 学 1 0

鹿 児 島 女 子 短 期 大 学 1 0

別 府 溝 部 学 園 短 期 大 学 2 0

川 﨑 医 療 短 期 大 学 1 0

創 価 女 子 短 期 大 学 0 1 1

九 州 女 子 短 期 大 学 3 0

香 蘭 女 子 短 期 大 学 0 2 2

共 立 女 子 短 期 大 学 1 0

福 岡 女 子 短 期 大 学 0 1 1

上 智 短 期 大 学 1 0

宮 崎 学 園 短 期 大 学 11 17 17

南 九 州 短 期 大 学 10 8 8

中 村 学 園 短 期 大 学 2 0

� 年度

大学
平21

平成22年度

現 卒 計

明 治 大 学 1 0

城 西 大 学 1 0

慶 応 義 塾 大 学 1 1

学 習 院 大 学 1 0

國 學 院 大 学 1 0

帝 京 大 学 1 5 5

東 京 農 業 大 学 1 1

東 京 電 機 大 学 1 1

神 奈 川 大 学 2 0

相 模 女 子 大 学 2 0

愛 知 学 院 大 学 1 1 2

関 西 大 学 2 1 1

立 命 館 大 学 1 1 1 2

近 畿 大 学 1 1

九 州 看 護 福 祉 大 学 2 2

九 州 産 業 大 学 3 3 3

久 留 米 大 学 3 3

福 岡 大 学 5 6 1 7

西 南 学 院 大 学 2 1 1

西 南 女 学 院 大 学 2 1 1

崇 城 大 学 7 1 1

南 九 州 大 学 9 7 7

宮 崎 国 際 大 学 1 2 2

宮 崎 産 業 経 営 大 学 9 15 15

九 州 保 健 福 祉 大 学 10 12 12

鹿 児 島 国 際 大 学 1 1 1

そ の 他 私 立 大 学 43 27 1 28

� 年度

学校
平21

平成22年度

現 卒 計

防 衛 大 学 校 １ １ １

内　　　訳 建設 製造
卸売
小売

金融
保険

運輸・
通　信

電気・
ガ　ス

サー
ビス

自衛隊 公務員 その他 合計

平
成
20
年
度

普 通 科 男 1 1 1 8 1 12

普 通 科 女 2 1 1 3 7

生 活 情 報 2 1 1 2 2 8

計 0 5 1 2 2 1 5 10 1 0 27

平
成
21
年
度

普 通 科 男 1 1 2 1 6 2 13

普 通 科 女 2 1 2 5

生 活 情 報 2 6 8

計 1 5 2 1 0 0 9 6 2 0 26

平
成
22
年
度

普 通 科 男 1 9 2 1 13

普 通 科 女 1 1 3 1 6

生 活 情 報 3 2 4 9

計 0 3 1 0 2 0 6 12 2 2 28

大 学

平成 21 年度 平成 22 年度

合　格 合　格

現 卒 計 現 卒 計

九 州 工 業 0 3 3

福 岡 教 育 0 2 2

佐 賀 0 1 1

熊 本 2 1 3 2 2

大 分 2 2 5 5

宮 崎 15 1 16 18 2 20

鹿 児 島 2 2 4 4

琉 球 0 1 1

0 0

0 0

計 32 3 35 43 5 48

○国立大学

○公立大学 ○短期大学

○高看・専門学校

○短大内訳

進路状況について
� 進路指導主事　末吉　昭夫

　平成22年度の進路状況は国公立大
学63名、市立大学97名、短大・高看
等46名、専門学校54名、就職28名
（内２名は宮崎県警）であった。現在
進学面では、授業はもとより、探求講
座（数学・英語・物理）と難関講座
（国語・英語・数学・物理・化学）を
生徒の進路希望に合わせて開講して
おり、夕課外終了後から6:45分まで真剣に取り組んでい
る。
　また、一般企業は、一ツ瀬川土地改良区、宮崎ダイシ
ンキャノン、鉱脈社、カワキタ通信サービス、尾鈴農業
協同組合、大森淡水、宮崎観光ホテルなど14人の就職希
望者全員が内定した。さらには公務員希望者向けに合格
講座を計10回計画しているが、現在12名の生徒が参加
している。因みに、次の７月２日（土）に予定している
勉強会は宮崎での実施になる。以上、生徒全員の目標に
向け、今後とも全職員で取り組んでいく覚悟である。

○私立大学

○準大学

○就職状況� （実数）　　　　　　
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ラ グ ビ ー
１回戦　　　高鍋　63 －７　　都城工業
準決勝　　　高鍋　24 －７　　宮崎北
決　勝　　　高鍋　27 － 12　　日向　　優勝【九州大会出場】

サ ッ カ ー
１回戦　　高鍋　　２－２　門川（ＰＫ５－４）
２回戦　　高鍋　　０－０　宮崎北（ＰＫ４－２）
３回戦　　高鍋　　１－４　宮崎日大　　ベスト 16

ホ ッ ケ ー

予選リーグ　高鍋　15 －０　　門川
　　　　　　高鍋　９－０　　飯野

決勝　　　　高鍋　11 －０　　飯野　　優勝【九州大会出場】

卓 球
男子　：　学校対抗戦　　１回戦　　　　高鍋　０－３　都城商業
　　　　　ダブルス　２回戦進出
　　　　　個人戦　　２回戦進出

ソ フ ト
テ ニ ス

男子　：　団体戦　　１回戦　　高鍋　０－３　都城工業
女子　：　団体戦　　２回戦　　高鍋　３－０　小林
　　　　　　　　　　３回戦　　高鍋　１－２　宮崎南

テ ニ ス

男子　：　団体戦　１回戦　高鍋　０－２　宮崎西

女子　：　団体戦　準優勝　　【九州大会出場】
　　　　　個人戦　　シングルス　ベスト 16（白川、寺原）
　　　　　ダブルス　ベスト８（白川　・　柴田）

バ ド ミ
ン ト ン

男子　：　ダブルス（青木　・　米澤）　ベスト 16
女子　：　団体戦　　３位
　　　　　ダブルス（俵　・　知久）　ベスト 16

空 手
男子　：　団体形　第３位
　　　　　個人組手　第７位（川畑）　　【九州大会出場】
　　　　　個人形　　第５位（河野）　第６位（金子）

剣 道
男子　：　団体戦　ベスト８
女子　：　団体戦　ベスト８
　　　　　個人戦　　２回戦進出（山中、米良）

柔 道

男子　：　団体戦　　予選リーグ
　　　　　高鍋１－３日向工業　　高鍋５－０宮崎海洋
　　　　　高鍋０－５宮崎工業　　高鍋３－２宮崎大宮
　　　　　２勝２敗　リーグ３位

バ レ ー
ボ ー ル

男子　：　決勝トーナメント
� １回戦　高鍋　２－０　宮崎西
� ２回戦　高鍋　０－２　福島
女子　：　決勝トーナメント
� ２回戦　高鍋　１－２　富島

弓 道
男子　：　団体　　予選　　６位　決勝リーグ１勝２敗
女子　：　団体　　予選　17 位
　　　　　個人　　予選通過（比江島）

バ ス ケ ッ
ト ボ ー ル

男子　：　２回戦　　高鍋　60 － 46　日南
　　　　　３回戦　　高鍋　64 － 77　日向
女子　：　１回戦　　高鍋　73 － 33　高城
　　　　　２回戦　　高鍋　114 － 39　本庄
　　　　　３回戦　　高鍋　39 － 94　延岡学園

陸 上 女子　：　1500 ｍ　決勝進出（黒木）

ハ ン ド
ボ ー ル

男子　：　１回戦　　高鍋　21 － 32　延岡
女子　：　１回戦　　高鍋　18 － 13　延岡商業
　　　　　２回戦　　高鍋　22 － 23　宮崎商業　ベスト８

水 泳

男子　��50 ｍ　自由形　２位　河野匠　　【九州大会出場】
　　　100 ｍ　自由形　１位　河野匠　　【九州大会出場】
女子　200 ｍ　個人メドレー　３位　中野　優花　【九州大会出場】
　　　400 ｍ　個人メドレー　１位　中野　優花

平成23年度高校総体結果一覧

　

昨
年
全
国
大
会
出
場
を
逃
し
、
11
月
に
新
チ
ー
ム
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
１
月
の
新
人
戦
は
３
年
ぶ
り
に
優

勝
で
き
た
も
の
の
、
相
手
の
日
向
高
校
の
能
力
の
高
さ
か

ら
考
え
る
と
、
う
か
う
か
し
て
い
ら
れ
な
い
の
は
事
実
で

し
た
。
そ
の
後
の
九
州
新
人
大
会
や
湯
布
院
合
宿
等
で

レ
ベ
ル
の
高
い
チ
ー
ム
と
の
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
自
分
た

ち
の
課
題
を
再
確
認
し
、
ま
だ
ま
だ
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る
と
、
決
し
て
慢
心
す
る
こ
と
な
く

県
の
高
校
総
体
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

１
回
戦
か
ら
気
魄
は
十
分
で
し
た
。
し
か
し
そ
れ
が

60
分
間
継
続
で
き
な
か
っ
た
り
、
ミ
ス
や
反
則
が
相
次
い

だ
り
と
空
回
り
す
る
場
面
も
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。
決

勝
ま
で
進
ん
だ
も
の
の
応
援
し
て
下
さ
る
側
も
こ
れ
で

本
当
に
大
丈
夫
か
？
と
不
安
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
準
決
勝
か
ら
決
勝
ま
で
た
っ
た
一
日
の
練

習
で
し
っ
か
り
と
修
正
し
、
な
お
か
つ
こ
れ
ま
で
以
上
の

気
魄
と
勝
利
へ
の
執
念
で
日
向
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
ゲ
ー
ム
中
に
は
多
く
の
課
題
が
出
ま
し

た
。
こ
れ
も
秋
へ
向
け
て
の
大
切
な
練
習
材
料
で
す
。
私

た
ち
は
常
に
成
長
途
中
で
あ
り
、
そ
れ
は
最
終
目
標
ま

で
止
め
る
こ
と
な
く
前
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

６
月
18
日
か
ら
福
岡
で
行
わ
れ
た
九
州
大
会
に
も
３

年
ぶ
り
に
出
場
で
き
ま
し
た
。
１
回
戦
の
鹿
児
島
工
業
高

校
戦
は
か
つ
て
弱
小
と
言
わ
れ
た
Ｆ
Ｗ
が
本
当
に
よ
く

頑
張
り
ま
し
た
。
一
回
り
大
き
い
相
手
か
ら
一
歩
も
引
く

こ
と
な
く
勝
利
を
も
ぎ
取
り
ま
し
た
。
準
決
勝
は
待
ち

望
ん
で
い
た
佐
賀
工
業
高
校
戦
。
九
州
新
人
と
湯
布
院

合
宿
で
大
差
で
負
け
た
相
手
で
す
。
超
高
校
級
の
Ｆ
Ｗ
、

高
速
Ｂ
Ｋ
に
な
か
な
か
つ
け
入
る
隙
は
あ
り
ま
せ
ん
が

そ
れ
で
も
前
半
は
猛
タ
ッ
ク
ル
で
相
手
の
ミ
ス
を
誘
い
、

一
本
ト
ラ
イ
を
と
ら
れ
た
の
み
で
し
た
。
後
半
自
分
た
ち

の
ミ
ス
と
数
少
な
い
チ
ャ
ン
ス
を
も
の
に
で
き
ず
、
徐
々

に
差
が
広
が
り
最
終
ス
コ
ア
は
０
―
31
。
な
か
な
か
縮

ま
ら
な
い
差
を
ど
う
す
る
か
。
ま
ず
は
大
き
い
相
手
に

走
っ
て
勝
つ
こ
と
。
き
つ
く
苦
し
い
夏
が
始
ま
り
ま
す
。

こ
の
熱
い
夏
を
み
ん
な
で
乗
り
越
え
、
秋
に
向
け
て
し
っ

か
り
力
を
蓄
え
る
た
め
に
も
う
一
度
土
を
舐
め
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
チ
ー
ム
始
ま
っ
て

半
年
。
確
実
に
選
手
た
ち
は
成
長
し
て
い
ま
す
。
そ
の
背

中
を
押
し
て
く
だ
さ
る
保
護
者
、
学
校
関
係
者
、
ス
タ
ッ

フ
、
Ｏ
Ｂ
、
地
域
の
方
々
、
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
ご
声
援

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
私
達
は
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か

ら
強
く
な
り
ま
す
。
謙
虚
に
素
直
に
一
生
懸
命
頑
張
り
ま

す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

高
校
総
体
を
終
え

 

高
鍋
高
校
ラ
グ
ビ
ー
部
監
督　
　
　

 

山　

本　
　

巧

　

本
校
の
女
子
ホ
ッ
ケ
ー
部
の
部
員
数
は
、
３
年
生
７

名
、
２
年
生
３
名
、
１
年
生
５
名
の
合
計
15
名
で
す
。

ホ
ッ
ケ
ー
は
11
名
で
プ
レ
ー
す
る
の
で
、
今
回
の
九
州

大
会
に
は
、
４
月
か
ら
ホ
ッ
ケ
ー
を
始
め
た
ば
か
り
の

１
年
生
も
出
場
し
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
す

る
た
め
に
は
３
位
以
内
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ど
し
ゃ
降
り
の
最
悪
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
、

選
手
た
ち
は
よ
く
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
優
勝
こ
そ

逃
し
ま
し
た
が
、
３
年
連
続
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
出
場

権
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
８
月
に
岩
手
県
で
開

催
さ
れ
る
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
の
選
手
の
活
躍
が
楽
し
み

で
す
。

九
州
大
会
を
終
え
て

 

ホ
ッ
ケ
ー
部　

部
長　
　
　

 

猪　

股　
　

司

第 58 回　NHK杯
高校放送コンテスト結果

日時：6 月 12 日（日）　場所：NHK 宮崎放送局

部 門 順位 氏 名 ・ 作 品 名

ラジオドキュメント 1 位 教 壇 と オ ペ ラ

テレビドキュメント 1 位 一 生 一 命

研 究 発 表 1 位 私 た ち の 番 組 計 画

創作ラジオドラマ 2 位 私 の 選 択

創作テレビドラマ 2 位 G r e a t  F r i e n d s

ア ナ ウ ン ス 4 位 山 下 　 美 咲

九州高校総体結果
〔ホッケー部〕
・予選リーグ（Ｂ組）
　　高　鍋　2０－０　北　山（沖縄県）
　　高　鍋　  ３－０　　森　（大分県）
　　高　鍋　  １－１　伊万里商（佐賀県）

・決　勝
　　高　鍋　  ０－２　伊万里商（佐賀県）

準　優　勝

〔ラグビー部〕

１回戦
　　高　鍋　17－７　鹿児島工業

準決勝
　　高　鍋　０－31　佐賀工業

3　位

　

６
月
に
行
わ
れ
た
大
会
で
三
部
門
一

位
、
二
部
門
二
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
一

位
の
ラ
ジ
オ
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
は
オ
ペ
ラ
と

教
師
と
い
う
二
足
の
草
鞋
を
履
く
大
田
原

先
生
の
挑
戦
し
続
け
る
姿
を
追
い
ま
し

た
。
同
じ
く
一
位
の
テ
レ
ビ
ド
キ
ュ
メ
ン

ト
は
心
臓
に
重
い
病
を
抱
え
た
男
子
生
徒

の
部
活
に
対
す
る
姿
勢
を
通
し
、
日
常
を

あ
た
り
前
に
過
ご
せ
る
有
難
さ
や
命
の
大

切
さ
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
作
品
を
つ

く
り
ま
し
た
。
全
国
大
会
の
準
決
勝
に
残

れ
る
の
は
約
半
分
で
す
が
、
作
品
に
協
力

し
て
く
れ
た
皆
に
感
謝
し
、
準
決
勝
進
出

を
果
た
し
た
い
で
す
。
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